
 

 

（ 続紙 １ ）                             

京都大学 博士（地域研究） 氏名 賀川 恵理香 

論文題目 
生き方としてのパルダ 

―現代パキスタンにおける女性達の経験― 

（論文内容の要旨） 

 

 本論文の目的は、現代パキスタンにおけるジェンダー規範「パルダ」の態様を解明

し、ムスリム女性たちのパルダをめぐる経験を描くことにある。パルダとはイスラー

ム世界に広く見られる女性隔離の社会制度であるが、南アジアではヒンドゥー社会に

も存在する。宗教性と地域性を併せ持つこの規範は、しばしば女性抑圧の象徴として

批判に晒されてきた。その一方で「抑圧されている」はずの女性達が、パルダ規範を

状況に応じて活用しながら闊達に生きている現実がある。本論文は、（問1）現代パキ

スタンにおけるパルダは、どのようにイスラームをめぐるモラリティと結びつけられ

てきたのか、（問2）現在のパキスタン都市部および農村部において、女性たちはパル

ダに関してどのようなことを語るのか、（問3）調査対象地域の女性たちはどのような

モラリティ世界を生きており、それらをめぐるモラリティがどのようにパルダと結び

ついているのか、という3つの問いを立て、都市と農村におけるフィールド・ワークに

基づいてこれら問いを検証した。 

 第1章では、理論的枠組みを提示する。パルダをめぐる日常的な経験を分析するため

に、道徳／倫理の人類学におけるJ.ジゴンのローカル・モラリティ概念に着目し、パ

ルダを重層的なモラリティ概念と捉えて分析する。分析に際しては、（1）国全体で共

有される制度的領域、（2）言説領域、（3）身体化された性向的領域という3つのレベ

ルを措定し、それぞれについて分析した。 

第2章においては、問1を考察するために（1）制度的領域に焦点を当てる。パキスタ

ンの国民統合原理である「イスラームの絆」を構築する上で大きな影響力を行使した

宗教指導者S.マウドゥーディーによるパルダの意義付けを分析し、パキスタンで共有

される「正しい」パルダが、イスラームをめぐるモラリティと結びつけられ制度化さ

れる過程を検証した。 

第3・4・5章は、問2、問3を検証するために、（2）言説領域、（3）身体的性向領域

の2つのレベルに焦点を当て、都市・農村部のパルダ実践を分析した。都市部を扱った

第3章においては、パキスタンの地方都市または農村部からパンジャーブ州ラーホール

の大学に進学した女子大生の言説と実践を検証する。これにより農村と都市という2つ

の文脈を跨いで生きる経験と彼女たちのパルダ解釈の関連を明らかにした。 

農村部を扱った第4章においては、調査村であるJ村における女性たちがどのような

モラリティ世界を生きているのかを検証する。女性たちのパルダをめぐる言説を分析

し、イスラームの概念とともに恥じらいの概念がパルダと密接に結びつけられている



 

 

ことを論じた。女性たちの恥じらいが、男性たちや共同体の名誉を体現するという側

面を有するだけではなく、女性たち自身の感覚や生き方と深く結びついており、恥じ

らいをめぐるモラリティとして存在していることを明らかにした。 

続く第5章においては、同村において共有されるパルダ＝モラリティが、上述の3つ

のレベルにおいて歴史的に変容してきた点に着目し、その只中にあるJ村の人々のモラ

リティ世界も更新されていく態様を捉える。その上で、女性のみならず男性たちのパ

ルダをめぐる言説を分析し、人々の間でイスラームにおける性規範や、恥じらいをめ

ぐるモラリティが、年長者に対する畏怖・尊敬、名誉などの他のローカルなモラリ

ティと絡み合いながら存在している様相を明らかにした。 

終章では、現代パキスタンにおけるパルダが、（1）制度、（2）言説のレベルにお

いては、イスラームと結びつけられた概念として人々によって広く共有されている一

方で、（3）身体的性向領域においては、イスラーム的な概念を含めて、恥じらいなど

の他のローカルなモラリティとも連関して女性たちの生を形作る重層的なモラリティ

概念として存在していることを示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


